
木こりの技能向上支援事業補助に係る内規

令和８年８月１０日

林業・木材製造業労働災害防止協会福島県支部

１ 趣旨

福島県森林整備担い手対策基金事業木こりの技能向上支援事業の実施に当た

り、補助対象者及び補助対象経費等の要件を定める。

２ 事業の目的

森林整備の担い手が減少し高齢化するなか、林業従事者の技術、技能の向上を

推進し労働災害の減少を図るとともに、併せて資格取得による地位向上を促進す

るため、林業技能検定試験受検（外国人技能実習生対象試験は除く）のための経

費の一部を支援する。

３ 対象となる事業体

（１）林業・木材製造業労働災害防止協会福島県支部会員

（２）認定林業事業体（福島県認定）

（３）意欲と能力のある林業経営者（福島県認定）

（４）その他知事が適当と認めるもの

４ 対象となる経費（１級、２級、３級共通）

（１）林業技能検定試験受検手数料

①学科、実技試験受検手数料の１／２内 ※注１

（２）林業技能検定受検のための交通費等

①所属事業体所在地から受験会場までの往復交通費の１／２以内 ※注２

②宿泊費（前泊または後泊の１泊分）の１／２以内 ※注３

５ 申請方法

申請は別紙１（林業技能検定試験受検申込み完了後）及び別紙２（学科試験、

実技試験終了後）とし、別紙に記載のある日までに提出すること。

６ その他

支援に係る経費補助は、上記３の（１）～（３）に該当する事業体に交付され

るため、所属事業体を経由して申請すること。



※注１ 林業技能検定試験受検手数料の交付は次のとおりとする。

試験結果の合格、不合格に関係なく交付する。

ただし、未受検の場合は交付しないものとする。

※注２ 往復交通費の算定は次のとおりとする。

（１）自動車使用による申請

①経路の算定は、グーグルマップ等により合理的経路の往復距離と

する。高速道路利用料は、合理的経路内の往復分とする。

②複数人が相乗りにより移動した場合は、使用台数分の経費を支援

対象とする。

（２）鉄道等使用による申請

①原則として自動車による申請とするが、やむを得ない理由により、

鉄道等を使用する場合は、別紙１申請の提出時に協議すること。

（３）不交付となる場合

試験結果の合格、不合格に関係なく交付する。

ただし、未受検の場合は交付しないものとする。

※注３ 宿泊費の算定は次のとおりとする。

試験結果の合格、不合格に関係なく交付する。

ただし、未受検の場合は交付しないものとする。

なお、宿泊を証明する書類により交付するものとするが、１宿泊につ

いて１０，０００円を超えるものについては、１０，０００円を限度と

する。


